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出穂後の気象経過

刈取状況〔9月

今後の管理 

）適期刈取 

・平坦部のひとめぼれ，ササニシキ（

・出穂後（8 月 1日）

本年は，圃場により

期を判断する。 

刈取適期に達している

18 号により倒伏した
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9月19日現在刈取状況

台風や降雨等の

気象経過（古川

月19日現在〕

・平坦部のひとめぼれ，ササニシキ（

日）の平均気温

により登熟の進展が大きく異なることから，籾の熟色，籾水分等を考慮して刈取適

 

刈取適期に達している圃場では

倒伏した圃場では
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9月19日現在刈取状況

降雨等の影響で刈遅れ

古川：ｱﾒﾀﾞｽ
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・平坦部のひとめぼれ，ササニシキ（8月

の平均気温の積算は，

登熟の進展が大きく異なることから，籾の熟色，籾水分等を考慮して刈取適

場では，速やかに刈り取り，刈遅れによる品質低下を防ぐ。

圃場では他の稲とは別に「刈分け」を行う。
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月 1日出穂）は，概ね刈取適期の目安に達している。
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登熟の進展が大きく異なることから，籾の熟色，籾水分等を考慮して刈取適
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（２）乾燥調製

・倒伏した稲や未熟粒の多い稲を機械乾燥する場合，水分測定と丁寧な乾燥を行うこと

や胴割米の発生を抑える。

・乾燥後の籾水分は，室温

・籾水分が

・高水分籾の乾燥は二段乾燥

・肌ずれ防止のため，籾の温度が室温まで下がってから籾摺
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・警戒事項

・確  率

・内  容
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低温に関する異常天候早期警戒情報（東北地方）
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9月 28 日頃からの
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・倒伏した稲や未熟粒の多い稲を機械乾燥する場合，水分測定と丁寧な乾燥を行うことで水分ムラ
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